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　この度も皆様のご協力の下，第95巻 5号が発刊
されます。
　症例報告の一つ目は千葉県がんセンター食道・
胃腸外科の川原健治先生らによる，腹腔鏡下胃腸
バイパス後に生じたPetersenヘルニアについて
の報告です。胃癌に対する姑息的手術として胃空
腸バイパス後に発生するPetersenヘルニアはこ
れまで報告がないとのことで，貴重な事例のご紹
介となります。予防のためには再建時に輸入脚の
長さを短めにするなど工夫する必要があるようで
す。症例報告の二つ目は，東京都立多摩総合医療
センターの田部俊輔先生らによる上部消化管造影
検査後に発生した大腸穿孔事例 5例についての報
告です。バリウムによる大腸穿孔では早期の治療
介入が必要であり，紹介されている事例では，発
症の覚知から手術介入までが円滑に行われ，良好
な治療成績が得られたとのことです。バリウム検
査はよく行われている検査であり，検査後に腹痛
を訴える場合は，大腸穿孔を疑うことがポイント
のようです。学会報告の一つ目は，2019年 3月 1
日に開催された第1380回千葉医学会例会・第 8回
臨床研修報告会についてで，43題の演題が発表さ
れております。学会報告二つ目は，2019年 1月26
日に開催された第1395回千葉医学会例会・千葉大
学大学院医学研究院消化器内科学（旧第一内科）
例会についてのもので，17題の演題が発表されて
います。研究報告書としては平成30年度猪之鼻奨
学会研究補助金による研究報告書が掲載されてお
り，一般の部では，千葉大学大学院医学研究院の
整形外科講座の稲毛一秀先生，画像診断・放射線
腫瘍学講座の横田元先生他三名，内分泌代謝・血
液・老年内科学講座の塚本祥吉先生，東京理科大
学生命医科学研究所の櫻井雅之先生，千葉大学薬
学研究院創薬科学講座の原田慎吾先生による合計
4報，若手の部では千葉大学大学院薬学研究院の
米田友貴先生の報告書 1報が掲載され，また，こ
れらと併せ，平成29年度一般の部として血液内科
の大島渚先生の報告書 1報が掲載されておりま
す。CMJの論文は2018年Chiba Medical Society 
Awardを受賞されたアレルギー・膠原病内科学
講座・岩田有史先生からのReview論文で，ヘル
パー T細胞の分化に関与する IRF-BATF複合体
について紹介されております。御寄稿頂いた諸先
生方，ありがとうございました。
　さて，私のいる医学部本館 1階南西側の教授室
は，附属病院時代には第二外科教授・中山恒明先
生のお部屋であったとされていますが，最近そこ
から見える景色が一変しております。亥鼻キャン
パス正門前道路の拡幅工事のため， 6月末から道
路脇の木々が 1本残らず伐採されてしまい，部屋
には夕方になると西日が強く照り付けるようにな
りました。そして，木々の伐採後には，千葉医学
専門学校の初代及び二代目校長であった長尾精一
先生と荻生録造先生を記念し明治44（1911）年 3
月に桜と楓をそれぞれ65株植えたことを示す記念
碑がポツンと残されています。再来年には新棟
建設に伴い，医学部本館も取り壊されると伺っ
ておりますが，こうした身の回りで見聞きする
ことから千葉大学医学部の歴史の長さと時代の
移り変わりをひしひしと感じております。千葉
医学も，一高志林（1895－1901），千葉醫學專門
學校校友會雜誌（1901－1915），千葉醫學專門學
校雜誌（1915－1922），千葉醫學會雜誌（1923－
1952），千葉医学会雑誌（1952－1973），千葉医学
雑誌（1974－2017）と脈々と受け継がれ，千葉医
学（2018－）は現在95巻を数えております。千葉
大学医学部の歴史とともにあり続けてきた本誌で
すが，今後も奮って御寄稿いただきますようお願
いいたします。
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